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今回の旅のルート

ベルギー観光局ワロン・ブリュッセルでは
さまざまな情報を発信しています！

●ベルギー観光局ワロン・ブリュッセル公式HP
　www.belgium-travel.jp
●facebook  （「いいね！」してください）
　www.facebook.com/belgium.travel
●Twitter
　＠Damienbelgium
●オリジナル観光ガイドブック

ベルギー ブリュッセル・ワロン
5日間の旅

My favorite
Brussels &
Wallonia

Damien Dôme
日本に住んで20年。現在はベルギー観光局ワロン・
ブリュッセルの局長として、首都ブリュッセルとベルギー
南部・ワロン地方のフランス語圏の観光をプロモーション
しています。今回は僕のプライベートな旅を通して、素
敵な故郷ベルギーを日本の皆さまにご紹介します。
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9:00
ブリュッセルならではの朝食
ワッフル、ヨーグルト、たっぷりのフルーツ、
朝食をゆっくりと楽しみながら１日をスター
ト。板チョコをパンに挟んで食べるのはブ
リュッセルならでは。ぜひお試しを！

誰もいない
朝のグランプラス。

9:30
緑豊かな公園でリラックス
朝、街の大部分がまだ眠っている時
間に散歩するのはとても気持ちがいい
もの。王宮と国会議事堂に挟まれたブ
リュッセル公園で。

12:00
友人と待ち合わせてムール貝のランチ
昔の同僚とリュー・デ・ブシェRue des Bouchers（肉
屋通り）で待ち合わせ。ここは、グランプラスからほど
近いイロ・サクレ地区という、レストランが多く立ち並
ぶエリアです。特にシーフードのレストランが多いこ
とで知られています。
おすすめは、この通りで最も古いレストランの一つ
「シェ・レオン❷」。1893年から変わらず、同じ場所で
ムール貝料理を提供している老舗です。

たくさんメニューがあって、いつも目移りしてしまう！今日はベルギー料理
の中でも特に有名な「ムール・マリニエール」を注文。フリッツは注文しな
くても一緒についてきます。ムール貝にもよく合うんですよ。
僕の大好物「トマト・オ・クルヴェット・グリーズ」も忘れずに。ベルギーで
しか食べられないので、滞在中は毎日のように食べてしまいます。

10:00
カフェでホットチョコレートと読書
ブリュッセルに来ると必ず立ち寄るローラン・ジェルボー
の店❶。おいしいホットチョコレートを注文しました。彼
は僕のとても親しい友人で、彼に会うと「帰ってきたな～」
とほっとすると同時に、なんだか元気になるんです。

オープン当時の
雰囲気が今も
残っています。

ベルギーを離れてからだいぶ経つが、ベルギーに帰れば、
たちまち僕はブリュッセル生まれの生粋のベルギー人。
たっぷりの朝食をとった後、いつもと同じようにグランプ
ラスまで散歩した。 「ヨーロッパの首都」ブリュッセルの
街が、まだ眠っている。そんな時間が僕は昔から一番好
きだ。
朝のグランプラスは観光客もまばらで、朝もやの中にあ
る。歴史に彩られた世界遺産の建物が、静寂の中に美し
く引き立っていて、昼間とは違った表情を僕に見せてくれ
る。その中にひとり佇むとき…それは、ブリュッセルっ子の
少年にふと立ち戻る瞬間。
ブリュッセルはアール・ヌーヴォー建築の街並でも知られ
ているが、中には世界遺産に指定されたオルタ設計の有
名な建物も。かと思えば、地元の人たちで賑わう街角のカ
フェテラスがあったり。ブリュッセルはさまざまな顔をもっ
ている。そして人々は思い思いの場所で、自分の時間を過
ごしている。自分だけのお気に入りの場所が見つかる街、
それがブリュッセルなのだ。

ブリュッセル、わたしの故郷、わたしの時間
Brussels, 1st day, AM
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靴屋で僕が王様に出会ったことを聞いた日本人は、皆びっ
くりするけど、ブリュッセルは素敵な出会いがある街なの
だ。例えば、ファッションの店が多く集まるダンサール通り
では、アダモや有名な歌手に出会った。僕の行きつけの靴
屋が王様のお気に入りの店であるのはちょっと自慢だ。
今回、直訳すると“急な坂道”「レディヨン❸」という時計
店で素敵な時計を見つけた。ベルギー人であればこの店
の名前を聞くと、毎年スパで開催されるF１グランプリを
思い浮かべるだろう。そしてこの店で、高校時代の友人の
ファビアンに出会ったのも、嬉しい偶然だ。
日が暮れてビールを飲んでゆっくりしたいところだが、グ
ランプラスではまだまだ1日は終わらない。これから、伝統
の祭り“オメガング”が始まるのだ。カフェ「ロワ・デスパー
ニュ❹」３階の窓際席をなんとか確保して、“オメガング”
見物する。やがて、日没とともに「音と光のショー」が始
まり、祭りはクライマックスを迎えた。かつてヴィクトル・
ユーゴーは、グランプラスを“世界で最も美しい広場”と表
現したという。僕が今見ている光に包まれたグランプラス
は自由な時代の中にあり、その当時彼が見たグランプラス
よりきっと数倍すばらしいと確信する。

13:30 
素敵な時計を発見！！
鮮やかなパープルのバンドが、今日の
ファッションにもぴったり。時計は各モデ
ルとも55個ずつの限定製造のため、0/55
から55/55まで番号が刻印されています。
ちなみに13は、レースでは嫌われる数字な
ので、ありません。いろいろ悩んだけれど、
赤いバンドの時計を購入しました。

ヨーロッパ最古のショッピングアー
ケード「ギャルリー・サンチュベール」。

16:00
店員さんとしばしの会話
歩き疲れたので、ひと休み。気さ
くに話しかけてきた店員さん。会
話が始まって、あっという間にベ
ルギービール「ジュピラー」2杯
分の時間が経ってしまいました。

21:00
ブリュッセルの祭り「オメガング」に興奮
オメガングとは、1549年に神聖ローマ帝国のカール
大帝が息子フィリップを連れて、ブリュッセルに凱旋
した光景を再現した時代行列のこと。子供から大人
まで、当時の衣装を着て練り歩きます。

何で日本語が
しゃべれるんだい？

日本で仕事して
いるんだよ！

ブリュッセル、王様と出会う街
Brussels, 1st day, PM
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ベルギーと言って思い浮かべるものは？ その中には必ず
ビール。そう確かにベルギーはビールで有名だが、ワイン
が造られているのを知る人は少ない。ワロン地方ナミュー
ル州、ジャンブルー（Gembloux）の近くにとても素敵なワイ
ナリー❺があるというので、僕はいとこと一緒に出かけた。
ここワロン地方は緑豊かな地方都市や、小さな村々が点
在し、のんびりした時間が流れている。現地は、あいにくの
曇り空だったが、そこには南仏を彷彿とさせるのどかな田
園の風景が広がっていた。オーナーにワイナリーを案内し
てもらった後、ワインをテイスティング。森の香りや土のに
おい、少し柑橘系の香りのするワインなど、さまざまな種
類のワインを味わうことができて幸せ。
午後から、僕の家族たちが合流した。なかなか集まる機会
がないので、ベルギーに帰った時がいいチャンスと集まっ
てくれるのは嬉しい。子供のとき、よく週末を過ごしていた
ブラバン・ワロン州のワーテルローでランチをとった後、み
んなと記念写真を一枚。家族を再確認した。
午後は、モンス観光局に勤める友人ミシェルに電話を入
れて、モンスを観光することに。今日はゆっくり時間が流
れ、まさに「心のエコの旅」。 うん、

なかなかいい味だ

まずは、乾杯～！！

できたてワインを
テイスティング

オーナーはフレンドリーでとても感
じのいい人、ワイナリーを隅々まで
案内してくれました。今年のブドウ
もすくすく育って、期待できそう。

久しぶりに集まった
僕の家族たち。

モンスのグランプラス。
友人のミシェルと再会を祝して乾杯！

触ると幸せになると
いう銅製の小さな猿。

のんびりとワロン時間
Wallonia, 2nd day
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“世界で一番小さな町”がある。それはデュルビュイという
本当に小さな町。ベルギーで過ごす３日目、友人に誘われ
て出かけた。都会でのストレスで疲れた心をチャージする
のにはいい提案だ。なぜなら、デュルビュイには、すばらし
い景観と、独特な名産品、そしてグルメをうならす「食」と
いう魅力があるから。
町に着いて、まずは “世界で一番小さな町”を上から眺め
ようと、丘の見晴らし台に。見下ろすデュルビュイの町は
本当にとても小さい。周りをアルデンヌの深い森がぐるりと
取り囲んでいるのが見える。
町にはお土産に最適の名物“タンポポジャム”が売られて
いる。小さく切ったトーストにこのジャムをのせるだけで、
立派なアペリティフになる。
そして、お待ちかねのグルメ。レストランでおいしい料理を
じっくり楽しみたい。デュルビュイには世界中の美食家が
訪れる。特に人気なのは、秋のジビエと夏のザリガニ。今
回は、有名店「サングリエ・デ・ザルデンヌ❻」のシェフで
僕の友人でもあるフレデリック・カーディナルによるザリ
ガニ料理を。もう味は絶品だった。胃袋が幸せになると心
は必ず幸せになるのだ。

デュルビュイから深緑が美しいアルデンヌの森を通り、
スパへと車を走らせる。スパは現在の「スパ」の語源と
なった町で、古くから保養地として栄え、かのロシア皇帝
ピョートル大帝も湯治に訪れたという。温泉以外にも、F１
や世界で最古のカジノ、周囲を森に囲まれたシャトーホテ
ルなどが有名。
ホテル「マノワール・ド・レビオル❽」では、一流のもてな
し、高級感あふれる部屋、源泉をそのまま利用したスパ施
設、庭でのアペリティフ、そして豪華な食事など、シャトー
の生活そのままを味わえる。極上のひととき。

今日は日曜日。商店は休みだが、スパからほど近いリエー
ジュで、市が開かれている。歴史が古いラ・バット市❾だ。
何も予定がないなら、これを満喫しない手はない。ムーズ
川沿いに市の連なりは長く続き、フルーツ、野菜、肉など
の食料品や花、日用品など、ここでは見つからないものが
ないほど、さまざまなものが売られている。
もう明日でベルギーでの休暇も終わり。ブリュッセルに戻
る途中、僕の大好きなアーティスト、フォロンのミュージア
ム に立ち寄ることにした。

デュルビュイの町。スマーフの絵本に出てきそ
うな可愛いらしい石造りの家が並んでいます。

「サン・タムール　コン
フィチュリー❼」の店内
は甘いにおいであふれ
ています。たくさんの種
類のジャムがあって、い
つも迷います。

ベルギーの美食を求めて、小さな町へ スパの森でリラックス リエージュの日曜市

デュルビュイ名産のタ
ンポポジャム。お土産
にぜひどうぞ。

町のあちこちで
源泉が湧いています。

贅沢な気分を味わえる、
シャトーホテル。ゆっくりと
した一日を満喫。「サングリエ・デ・ザルデンヌ」でザリガニ料理をい

ただきました。シェフと記念に一枚！

懐かしい駄菓子を発見。
子供の頃を思い出します。

フォロンのポスター。
やさしい色使いが
気に入っています。

Wallonia, 3rd day Wallonia, 4th day

© OPT - JP Remy

© OPT - JP Remy

© OPT - Emmanuel Mathez

© OPT-Ricardo de la Riva

© OPT-Ricardo de la Riva

© www.opt.be - J.P.Remy

© OPT - Joseph Jeanmart

© OPT - Joseph Jeanmart

© World Staff

© World Staff

© World Staff

© World Staff

© World Staff



10 11

Auberge du Moulin Hideux
Route de Dohan 1, 6831 Noirefontaine
www.moulinhideux.be

Château du Pont d’Oye
Rue du Pont d’Oye 1, 6720 Habay
www.chateaudupontdoye.be

❽Manoir de Lébioles→ P.9
Domaine de Lébioles 1/5, 4900 Spa
www.manoirdelebioles.com 

JALA Hotel
Rue Jaspar 2, 4000 Liège
www.jalahotel.com 

Le Labo 4 
（レストランのみ）
Quai van Beneden 22, 4020 Liège
www.lelabo4.be

Pâtisserie DUCOBU
（チョコレート）
Rue de la Station 16, 1410 Waterloo
www.ducobu.be 

❼ Confi turerie Saint Amour→ P.8
Rue Eloi 7, 6940 Durbuy

❾Marché de la Batte→ P.9
毎週日曜日　8：00～14：00
リエージュのムーズ川沿い

Crowne Plaza Brussels - Le Palace
Rue Gineste 3, 1210 Bruxelles
www.crowneplazabrussels.be 

Mmmmh!
（料理教室）
Chaussée de Charleroi 92, 1060 Bruxelles
www.mmmmh.be 

Musée Magritte
マグリット美術館
Rue de la Régence 3, 1000 Bruxelles
www.musee-magritte-museum.be

Château de Namur
Avenue de l’Ermitage 1, 5000 Namur
www.chateaudenamur.com 

La plage d’Amée
（レストランのみ）
Rue des Peupliers 2, 5100 Jambes
www.laplagedamee.be

Le Manoir Ivoire (B&B)
Chaussée de Dinant 642, 5100 Wépion
www.manoir-ivoire.com/pages

St James Hotel
Place de Flandre 8, 7000 Mons
www.hotelstjames.be 

❻ Le Sanglier des Ardennes→ P.8
Rue Comte d’Ursel 14, 6940 Durbuy
www.sanglier-des-ardennes.be

❷ Chez Léon→ P.3
Rue des Bouchers 18, 1000 Bruxelles
www.chezleon.be

Taverne du passage
Galerie de la Reine 30, 1000 Bruxelles
www.taverne-du-passage.be

Cercle des Voyageurs
Rue des Grands Carmes 18, 1000 Bruxelles
www.lecercledesvoyageurs.com 

❹ Roy d’Espagne→ P.4
Grand-Place 1, 1000 Bruxelles
www.roydespagne.be 

Bozar Brasserie
Rue Ravenstein 23, 1000 Bruxelles
www.bozar.be

Moeder Lambic
Place Fontainas 8, 1000 Bruxelles
www.moederlambic.com 

❶ Laurent Gerbaud Chocolatier→P.2
（チョコレート）
Rue Ravenstein 2D, 1000 Bruxelles
www.chocolatsgerbaud.be 

❸ Raidillon→ P.4
（時計）
Galerie de la Reine 32, 1000 Bruxelles
www.raidillon-watches.com 

Bouvy
（男性服・靴など）
Avenue Louise 4, 1050 Bruxelles
www.bouvy.be

Delvaux
（高級皮革製品。バッグなど）
Galerie de la Reine 34, 1000 Bruxelles
www.delvaux.com

Dandoy
（老舗のお菓子屋）
Rue au Beurre 31, 1000 Bruxelles
www.biscuiteriedandoy.be

Manos Stéphanie
Chaussée de Charleroi 28, 1060 Bruxelles
www.manosstephanie.com 

Hotel Bloom!
Rue Royale 250, 1210 Bruxelles
www.hotelbloom.com

Restaurant & Bar

Shopping

Shopping

Hotel

Hotel, Restaurant

Attraction
ベルギー滞在最後の日。僕のやることはいつも決まってい
る。それは、お土産を買うこと。僕のおすすめは町のスー
パーマーケット。なぜなら、日本で手に入らないものがたく
さんあるから。難点は売り場を歩いていると、子供の頃よ
く食べたお菓子やチョコレートをみつけたり、懐かしい発
見があってついつい買い込んでしまうこと。そう
そう、スープや調味料、“リエージュのシロップ”
などは、ぜひ持ち帰りたいもの。大好物のハム
やサラミ、チーズは日本への持ち込みが禁止に
なっているので、くやしいけれど断念する。お土
産をたっぷり買い込んだ後は、旅の最後の夕食
を家族とゆっくりと過ごすのだ。
明日はもう帰国の日。ベルギーでの懐かしい人
たちとの再会、よみがえる子供時代の思い出、
そして新たな発見とともに、東京行きの飛行機
に乗り込むことだろう。
そして日本に戻ったら、ブリュッセルとワロン地
方で過ごしたすばらしい時間を、新たな気持ち
で紹介していこうと心に決めた。そう、こんな風
にベルギーはいつも僕に新しいきっかけをくれ
るのだ。

たくさんの思い出とともに
Brussels, 5th day

❺Domaine Viticole du Chenoy→ P.6
（ワイナリー）
Rue du Chenoy 1, 5080 Emines
www.domaine-du-chenoy.com 

Les Jardins d’Annevoie
アンヌヴォワの庭園
Rue des Jardins 37a, 5537 Annevoie
www.annevoie.be 

Dinant cruise Bateaux Bayard
ディナン ムーズ川・クルーズ
Boulevard Winston Churchill, 5500 Dinant
www.dinantourism.com 

Canal du Centre et ses ascenseurs 
hydrauliques
サントル運河のボートリフト（世界遺産）
Rue Tout-Y-Faut 90 
7110 Houdeng-Goegnies (La Louvière)
www.canal-du-centre.be 

Château de Bouillon
ブイヨン城
Esplanade Godefroid 1, 6830 Bouillon

Abbaye d’Orval
オルヴァル修道院
6823 Villers-devant-Orval
www.orval.be 

Fondation Folon→ P.9
フォロン・ミュージアム
Drève de la Ramée 6A, 1310 La Hulpe
www.fondationfolon.be

Attraction

リエージュのシロップ

ダミアンの
おすすめ
スポット

■ ブリュッセル
■ ワロン地方
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